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１ 計画のビジョン（本市の目指す将来像）と目標 

「（仮称）北九州市しあわせ長寿プラン～幸福長寿モデル都市を目指して～」のビジ

ョンと最終目標を次のとおり定めます。 
 

【ビジョン】 

 

 

 

 

本市には、29 万人を超える高齢者が暮らしており、およそ４人に３人は、健康面に

おいて日常生活に影響がなく、積極的に多様な活動をされています。 

これらの方々ができるだけ長く、支える側として生涯現役を続けていくための支援を

進める一方、重度な要介護状態になっても、住み慣れた地域で、自分の望むケアや暮ら

す場所について、不安なく、自ら決定できる仕組みづくりが求められています。 

高齢化率が政令市で最も高い本市において、今後、75 歳以上の後期高齢者がさらに

増加し、また全国的にも生産年齢人口の減少が見込まれるなか、北九州市に暮らしてい

るからこそ感じることができる、幸福長寿モデル都市としてのまちの実現を目指します。 
 
※ 本計画において生涯現役は、就労の継続や体力的な面のみならず、人との関わりや余暇・ 

趣味、社会参加・貢献、生涯学習等に意欲を持ち続けるほか、自身の状態に応じて、前向 
きに自己選択・自己決定する暮らし方と位置づけます。 

 

【最終目標】 

  健康づくりや人と地域のつながり等により、高齢者が自分らしく、いきいきと活動

できる状態が、主観的幸福感につながるため、上記のビジョンの進捗状況を確認する

指標として「幸福感の高い高齢者の割合」を重視していきます。 

令和４(2022)年度「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」では、52.9％(一般高齢者で８

点以上の割合(10 点満点))となっており、計画期間内で 55％を目指します。 
 

  

 
     

      （参考） 

 
過去 

（令和元年度） 
現状 

（令和４年度） 

北九州市 ４９．０％ ５２．９％ 

政令指定都市平均 
(地域包括ケア「見える化」システム(※) 

掲載市のみ) 
49.3% ４8.6％ 

 
     （※）地域包括ケア「見える化」システム： 

都道府県・市町村における介護保険事業（支援）計画等の策定・実行を総合的に 
支援するための情報システム 

幸福感の高い高齢者の割合  令和 8 年度目標 ５５％  
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２ 施策の体系 


